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水野会長開会挨拶（WEB配信）

ロシアによるウクライナ侵攻が長期化しており多く
の犠牲者が出ていることに、心より哀悼の意を表すと
ともに、１日も早く平和的に解決が進むことを願って
いる。わが国においては、資源、エネルギー、原材料
が高騰し、また、円安と相まって物価上昇も進行して
いる。社会経済にも幅広く影響が出ていることから、
状況について引き続き注意深く見ていく。
新型コロナウイルスについては、３月下旬にまん延

防止等重点措置が解除されて以降、各種の行動制
限を見直しながら社会経済活動を活性化させるウィ
ズコロナに向けた出口戦略が進みつつある。経済界と
しても、感染防止対策に取り組みながら、落ち込んだ
経済の回復に全力で取り組んでいきたいと考えている。

中経連は、昨年６月に「中期活動指針『ＡＣＴＩＯＮ 
2025』」を策定し、指針で掲げた３つの創造、「付加
価値の創造」「人財の創造」「魅力あふれる圏域の創
造」に向けた活動に取り組んでいる。昨年度は、コロ
ナ禍で落ち込んだ経済の早期回復に向けた要請、各
委員会では「カーボンニュートラルの実現に向けた経
済社会の変革」「中部圏交通ネットワークビジョン」
「中部圏における高度外国人材の活躍促進に関する
報告書」などを取りまとめ各方面に発信・要請、ナゴ
ヤ イノベーターズ ガレージにおけるプログラムの充
実・展開、デジタルを学ぶ場を紹介するＷＥＢサイト

を産学官の連携のもと開設、中部の魅力の発掘・発
信について女性目線で意見交換する「中部の魅力
を語る なでしこの会」の設置など、さまざまな活動を
会員の皆様、産学官の関係者の皆様と進めてきた。
中期活動指針の２年目を迎える今年度は、指針

にもとづく活動をさらに活発化させ、引き続き中部
圏の地域力の向上に取り組んでいきたいと考えてい
る。地域創生に重点を定め、各地域の活力を高め、
“つなぎ”“引き出し”“伸ばす”活動を推進していく。
特に、デジタル化・ＤＸの推進、2050年カーボン
ニュートラルの実現、イノベーションの活発化を重
点分野として、行政区域を越えた社会経済圏同士
のつながりや、地域を支える中小企業の活性化の視
点を踏まえながら取り組み、社会課題の解決や生活
の質の向上に貢献していく。これらの取り組みは、政
府が閣議決定した「骨太の方針」とも方向性を同じ
くするものであり、中部圏の経済や企業の成長にと
って不可欠なものだと考えている。

さまざまな取り組みを進める上で、特に、産学官・
地域間の連携を軸に活動の輪を広げていくことが重
要だと考えており、今年度も中経連が産学官・地域
間の「つなぎ役」として、しっかり役割を果たしていく。
中部圏の持続的な発展に貢献していけるよう、私が
先頭に立ち全力で取り組むので、会員の皆様から
も、引き続き、多大なるお力添えを賜りたく、お願い
申し上げる。

定時総会概要
定時総会の議事では、「2021年度事業報告および

附属明細書」「2022年度事業計画書および2022年
度収支予算書」について報告を行った。また、「2021
年度計算書類等（案）」「理事23名選任」「監事２名
選任」について審議し、原案どおり承認された。

６月９日（木）、中経連は第11回定時総会を名古屋市内にて開催。約100名が出席するとともに、
約70名がオンラインで視聴した。水野会長がＷＥＢ配信で挨拶した後に、中西副会長が議長となり
定時総会の議事を進行した。

第11回定時総会
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定時総会概要
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附属明細書」「2022年度事業計画書および2022年
度収支予算書」について報告を行った。また、「2021
年度計算書類等（案）」「理事23名選任」「監事２名
選任」について審議し、原案どおり承認された。

議事終了後、中西
議長は本総会をもっ
て退任される、副会長
の中村昭彦氏、監事
の紀村英俊氏、専務
理事の小川正樹氏に
謝意を表明した。

定時総会に引き続き、第43回理事会、記念講演
会、会員交流会を開催した。記念講演会では、奈良
大学文学部文化財学科教授の千田嘉博氏より
「城づくり 街づくり －中部地域の文化をさぐる－」
と題して講演いただいた（９・10月号に講演要旨を
掲載予定）。

（総務部　櫻井 景子）



モビリティ
システム（写真Ｃ）

マテリアル（写真Ｄ）

バイオ（写真Ｅ）

鈴木達也教授

須田淳教授

馬場嘉信教授

テーマ 説明者 研究内容

次世代移動知能の構築について

窒化ガリウムの研究・開発について

研究室でがんの早期診断方法の
研究・開発について
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サイトビジット

水野会長、東海国立大学機構の松尾機構長なら
びに杉山副機構長からの挨拶に続き、「我が国の
産学連携の課題と東海国立大学機構の取り組み 
－産学連携3.0にむけて－」と題して、名古屋大学
の産学連携に関する説明を受けた。その後、脱炭
素に関する研究として、未来社会創造機構・脱炭
素社会創造センターの則永行庸教授から「冷熱
を利用した大気中ＣＯ２直接回収など」について
（写真Ａ）、永岡勝俊教授から「アンモニア合成触
媒」について（写真Ｂ）説明を受けながら実験室を
見学した。

次いで、モビリティシステム、マテリアル、バイオの
テーマ別グループに分かれ、各テーマの教授より
研究内容の説明を受けながら実験室や研究設備
などを見学した。

名古屋大学サイトビジット
５月12日（木）、中経連は、「中期活動指針『ＡＣＴＩＯＮ 2025』」の柱の一つ、「魅力溢れる圏域の創造」
における広域産学官連携の活発化の具体的施策として、東海国立大学機構 名古屋大学とともにサイト
ビジットを開催。水野会長をはじめ会員企業・中経連事務局から28名が参加した。本サイトビジット
では、名古屋大学の最先端研究を視察し、今後の産学連携のあり方や協調領域の共同研究の進め方
などについて、研究者も交えた意見交換を行った。

意見交換および終了後に提出いただいたアン
ケートでは、参加者から以下のような率直な意見
や要望を得ることができた。

研究内容について
●大学は基礎研究に特化しているイメージだったが
実用化を意識した研究開発が紹介され驚いた。

●研究内容を積極的に外部に発信してもらいたい。
産学連携のあり方や大学への期待について
●大学の研究を企業が知ること、企業のニーズを
大学が知ることが重要。

●さまざまな領域の研究について相談できる枠組
みがあるとよい。
協調領域の共同研究について
●個社では技術面や費用面などから推進が困難
な研究テーマについて、共同研究を進められる
とよい。

●協調と競争の境目が難しい。
今後は、会員の意見や
要望も踏まえながら、新
たな産学連携のあり方に
ついて検討を進めていく。

（タスクフォース部
大土井 彰）
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懇談会
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水野会長は、「産学官、地域間が連携し、デジタ
ル化・ＤＸの推進、カーボンニュートラル社会の実
現に向けた活動、イノベーションの活発化などに
取り組み、中部圏の地域力を高め、持続的な発展
に貢献していく」と述べた。
一見知事は、「長期ビジョンならびに中期計画

を策定し、人口減少をはじめさまざまな課題への
対応に取り組む。とりわけ子どもへの支援は、今の
大人に課せられた課題である」と強調した。また、
「日本の新たな成長を牽引するリニア中央新幹線

の開業効果を本県の成長につなげられるよう活動
していく」との考えを示した。
自由懇談では、リニア中央新幹線だけでなく、東
海環状自動車道西回り区間や四日市港など、日本経
済を牽引する中部圏のインフラ整備の重要性、カー
ボンニュートラルの実現に向けた中小事業者や県民
一人ひとりに対する意識醸成の必要性、ＣＡＳＥや
ＭａａＳによって社会システムとして機能する自動
車の活用のあり方などについて意見交換を行った。

（企画部　岡戸 信之）

三重県との懇談会
５月９日（月）、中経連は三重県との懇談会を
津市内にて開催した。三重県からは一見知事、
廣田・服部副知事をはじめ10名、中経連からは
水野会長、佐々木・柘植・伊藤・安藤（仁）・碓井
副会長をはじめ10名が参加した。

委員会活動

第１回税制委員会

日　　時：６月７日（火）
開催形式：会場（名古屋栄ビル）およびオンライン
参 加 者：委員長の伊藤副会長をはじめ16名
本委員会は、会

員の期待や立場を
反映し、経済社会
の発展に資する税
制の提言を主たる
任務としている。
第１部では、昨年度の活動報告および2023年
度税制改正要望の策定に向けた主要論点につい
て委員と議論を交わした。委員からは、エネルギー
価格高騰下での企業支援に資する税制、デジタ
ル・脱炭素に資する税制、国際課税制度の整備、

企業の税務負担軽減、不合理な税制の廃止など、
幅広い分野にわたって意見が出された。
第２部では、関西大学の矢野秀利専務理事・名
誉教授を講師に迎え、「投資と租税措置の関係」
をテーマに講演いただいた。矢野氏は、日本経済
において付加価値の上昇やイノベーションの創出
が実現できない理由として、「人的資本投資」の不
足を指摘した。この課題解決に向けた税制措置と
して、個人に対しては「人的投資（職業訓練等）に
対する個人所得税での減税措置」、企業に対して
は「蓄積された人的資本への減価償却等」の必要
性を訴えた。
本委員会では、９月上旬の「2023年税制改正に

対する意見」の取りまとめに向け、引き続き検討を
進めていく。

（調査部　江崎 誠）


